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Sum拙 ary
The United Nations does not calculate the Human D巴velopmentIndex (HDI)， Gender-related Devel-
opment Index (GDI) and Gender Empowerment Measure (GEM) for Taiwan because Taiwan is not a 
member of the United Nations. Instead， the Taiwanese govemment calculates these values itself by using 
th巴samemethod as the United Nations. Taiwan's values exc田 dthose of other Asian countries. How-
ever， the Taiwanese GEM value is less than those of other advanced countries. Many gend巴rdiscrimina伺
tions stil remain in Taiwanese society 
Taiwanese soci巴tyalready r巴achedaging society in 1993. And this society will reach aged society 
in 2018， but the society itself is rapidly aging. If this society becomes an ag巴dsociety that stil has gen聞
der issues， itwill have various problems caused by gender issues in near future. Therefore， this paper at悶
tempts to analyze previous studies to examine the Taiwanese gender issue. 
There are some gender differ巴ncesconcerning family roles in Taiwanes巴society.These differ巴nces
are due to differences in educational background. The women with a high education level have jobs，組d
continue to work aft巴rm紅riage.But the women with a low巴ducationlevel don't hav巴jobs，and they 
have to tak，巴careof household work. In addition， the women of productive population believe household 
work is a burden. And the number of women believe this burden increases as they age. 
This productive population will be an aged population within several decades. If gender issues re-
main in Taiwanes巴society，and the productive population becomes an aged population that re凶 nsthese 
gend巴rissues， Taiwanese society will have various problems relating to gender in the future. 
Key words: gender， gender equality， aging， Taiwan 
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はじめに
1995年北京において開催された「第4回世界女性会議」で採択された北京宣言及び行動綱領
には，男女共同参両社会 (G巴nderEquality: GE) を呂指すための女性の地位向上とエンパワー
メント(empowerment) に対する12の重大問題領域が明記されている.
女性をエンパワーメントし，社会を担う活動とそれを正当に評価する社会を実現することは，
国際連合憲章や国際法に合致するものである(内閣府男女共同参薗局).女性のエンパワーメ
ントのためには，あらゆる女性の人権及び基本的自由の完全な実現が不可欠で、あることはいう
までもない.行動綱領を円滑に実施することは，それぞれの国の責任であり，個人の尊重は，
男女個々の人権の尊重，平等，開発，平和の達成に不可欠のものである.
台湾は国連に加盟していないことから，“HUMANDEVELOPMENT REPORT 2005" (UNDP， 
2005)における HumanDevelopment Index (以下HDIとする)， Gender-related Development lndex 
(以下GDIとする)， Gender Empowerment Measure (以下GEMとする)1の数値は算出されてい
ない.しかし，台湾政府の行政院主計所が，国連と同じ手法を用い，これらの数値を独自に算
出している.その値に基づけば， 20∞年時点における台湾の HDIは算出されていれば23位
(HDl値:0.891)， GDI は23位 (GDI値:0.888)， GEMは20位 (GEM値:0.646)である.
同年の他国のデータと比べてみると， HDI， GDIは日本に続いてアジアでは第2位， GEMは
アジアで最も高い.台湾はアジアの中では比較的男女共同参画が進んで、いる地域といえる.た
だ， GEM 値については，順位でみれば比較的高位ではあるものの，先進国と比べると僚の差
は大きく，依然として多くのジェンダーに起因する問題が残存しているといえよう.台湾は1993
年に高齢化社会に到達している.高齢社会への情加年数は25年とJ予測されており，高齢化の進
展が著しい.ジェンダーが残存したまま高齢社会に突入すると，今後高齢期にジェンダーに起
因する様々な問題が生じることが懸念される.台湾の男女共同参画の課題および将来性につい
て概観する.
1.台湾の社会構造
(1) 台湾の人口の動態
台湾の総人口は1995年21，357人(単位:1，000人，以下同様)， 2000年22，277入， 2001年22，406
人， 2002年22，521人， 2003年22，605人である(矢野恒太記念会，2005).また， 1中華民国統計
月報J(2005)によれば， 2004年は22，689人， 2005年3月の時点では22，703人であり，一貫し
て増加を続けている.台湾の総人口を男女加にみてみると，女性は11，159人，男性は11，544人
であり，男性の方がわずかに多い(行政続主計所， 2005). 
(2) 年齢別人口数
台湾は， 1993年に高齢化率7.10で高齢化社会に到達している.その後の高齢化率の推移をみ
てみると， 2000年8.62，2001年8.81，2002年9.02，2003年9.24，2004年9.48で増加を続けてい
る(行政院， 2005).高齢化社会から高齢社会への倍加年数は25年と推計されており， 2018年
に高齢社会に到達し，高齢化はその後も進展を続け， 2025年には20%を超える見通しである.
台湾政府発表 12004年図人零歳平均絵命佑測結果摘要J(2005) によれば， 2004年の台湾に
1“HUMAN DEVELOPMENT REPORT 2005"によれば， HDIはHumanDevelopment lndex (人間開発
指数)の頭文字， GDIはGend町田relatedDevelopment lnd巴x(ジ、エンダー 開発指数)， GEMはGenderEm-
powermentM巴asure(ジェンダー・エンパワーメント指数)と説明される.
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おける平均寿命は76.28歳である.平均寿命を男女別にみてみると，女性79.42歳，男性73.59
歳である(内政部統計所， 2005).2003年の女性79.32歳，男性73.39歳から男女とも着実に伸び
ている.
2004年の台湾の年少人口の割合は19.29%，生産年齢人口の割合は71.32%で，生産年齢人口
は微増しているものの，年少人口は減少が続いている(行政院経済建設委員会， 2004).合計
特殊出生率をみてみると，台湾は1984年の時点で人口霞換水準を下回る2.06を記録している.
その後も減少が続き， 1997年1.77， 1998年1.47，その後一時持ち直し1999年1.56， 2000年1.68 
を記録している.その後は再び減少に転じ2001年1.40， 2002年1.34， 2003年1.22であり，近年
急速な出生率の低下がみられる(内政部戸政司， 2004).台湾はすでに少子高齢化社会に到達
しているととらえること治宝できる.
(3) 平均初婚年齢
2001年における台湾の平均初婚年齢は女性26歳，男性31歳であり，男性は30歳を超えている
(台湾内政部統計所， 2001).男性が女性に比べ，平均初婚年齢が5:tf.も長い理由としては，
台湾の男性は兵役に行く義務があり，兵役の義務を終えてから結婚するものが多いことによる
と考えられる.
(4) 離婚率
2003年時点における台湾の15歳以上人口のうち，離婚者の割合は5.5%を占めている.1990 
年時点での台湾の離婚率は2.2%であり，近年離婚率の著しい上昇がみられている(行政院主
計所， 2005).平均初婚年齢が遅いにも関わらず，台湾は離婚率も高い.離婚者が増えれば，
ひとり親家庭の増加を招くことも考えられ，深刻な問題である.
(5) 家族状況
従来台湾は，儒教思想、のもと親の扶養は家族の責任にあるとされてきたため，三世代間居の
居住形態が最も理想的であると考えられていた(謝嬬縛他， 2003). しかし， i社会発展趨勢調
査J(行政院主計所中部， 1998)をもとに結婚している子の居住形態についてみてみると，親
と別居している人が83.2%を占め，親と河居している人はわずか16.8%にとどまっている.
2.台湾経済と就業構窺
(1) 台湾の経済状況
2004年における台湾の経済成長率は5.17%であり 前年の3.33%を大きく上回っている.経
済が大きく成長した理由としては，世界的規模の景気回諜に伴い台湾市場における需要が増加
したこと，民間投資の顕著な成長，輸出増，失業率の改善や SARS(重症急性呼吸器症候群)
の影響により--時鈍化していた経済の反動等が挙げられる.2005年は，世界経済の減速の影響
を受け，台湾の経済もやや成長が鈍化しているが，それでも経済成長事は4.21%に達する見通
しである(外務省， 2005). 
経済成長を背景に，台湾の国内総生産は1990年160，153(単位:百万わレ，以下同様)であっ
たものが， 1995年264，966， 2000~年309 ， 476 と 1990年から 10年かけて飛躍的に伸びている. 2001 
年281，260と後退したものの， 2002年281，961，2003年286，019と，その後は安定して伸び、続け
ている(矢野恒太記念会， 2005). 
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(2) 台湾の就労状況
台湾の雇用者数は， 2005年3月の時点で10，305人である. 1997年9，432人， 1998年9，546人，
1999年9，668人， 2000年9，784人， 2001年9，832人， 2002年9，969人， 2003年10，076人， 2004年
10，309人で、あり，若干の増減はみられるが着実に雇用者数は増加している(行政院主計所，
2005) . 
雇用者の割合を男女別にみてみると 1997年時点では女性39.2% 男性60.8%であったのに
対し， 2005年は女性41.8%，男性58.2%である(行政院主計所， 2005).少しずつ雇用者数割
合の男女間格差が狭まってきてはいるものの，依然として男女間等の割合は実現できていない.
台湾の就業人口を割合別にみてみると，サービス業58.2%，工業35.8%，農業6.1%であり，
第一次産業の占める割合は抵い.農業就業人口を年齢別にみてみると，最も農業就業者の割合
が多いのは45歳~65歳の人々である. 25歳 ~34歳の農業従事者人口は，近年著しく減少してお
り，若年層の農業離れが自立つ.農業就業人口を男女の割合別にみてみると， 2005年2月の時
点で男性430人，女性169人と男女聞に就業者の割合の差がみられる(台湾行政院農業委員会，
2005) . 
表l 台湾における年齢別農業就業人口
商暦 15~24歳 25~34歳 35~44歳 45~54歳 55-64歳 65歳以ヒ 合計
1995年 3.6 15.4 21. 7 22.3 29.1 7.9 100 
1996年 3.5 14.3 22.3 22.9 29.5 7.6 100 
1997年 3.1 13.1 21. 3 23.7 30.6 8.4 100 
1998年 2.7 12.2 20.9 24.2 30.8 9.3 100 
1999年 2.8 12.3 20.5 24.9 30.4 9.2 100 
20α)年 2.8 11. 6 20.6 26.0 29.2 9.9 100 
2001年 2. 7 1. 1 20.3 26.5 28.5 10.8 100 
2∞2年 2.6 10.1 19.7 27.0 28.3 12.3 100 
2003年 2.2 9.5 20.3 27.8 27.4 12.7 100 
2004年 1.9 9.5 19.9 27.7 27.6 13.3 100 
2005年1月 2.0 9.1 21. 3 26.0 28.5 13.0 100 
2005年2月 2.0 9.7 22.0 25.9 27.7 13.5 1以)
(%) 
資料出典:台湾行政波農業委員会「農業統計月報j
(3) 台湾における女性の出産期の就労形態
落合 (2004)は，現在の台湾女性は，学歴により大きくわけで 2つのライフコースが存在す
ると述べている.そのライフコースとは，高学歴で結婚・出産後も定年まで働き続けるライフ
コースと，若い時には働くが子どもが成長し，祖父母が年齢的なものから体力が衰え始める頃
には家庭に専念し孫の世話をするというライブコースである(落合， 2004).具体的にみてみ
ると， 2000年時点での台湾の既婚女性の学歴別就業率は中卒以下41%，高校・職業校卒55%，
大卒以上71%であり，台湾の結婚後の女性は，学歴が高くなるほど結婚後も就業を継続する割
合が高い(内政部統計所， 2001). 
落合は高学歴女性が仕事を持ち続ける理由について，i一生働き続けるのは当たり前のこと」
と思い， i家計を補助するために働くのではなく，働く自分が当たり前だから」という意識を
もっていることを述べている(落合， 2004).学歴が高ければ，収入が高い職業に比較的就き
やすく，収入源を確保するために，一度得た職を失いたくないという意識から仕事を継続する
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女性が多いのだろう.
(4) 台湾の教育における男女閤格差
行政院主計所のデータをもとに， 2000年時点の台湾の成人識字率を男女別にみてみると，女
性92.5%，男性98.5%であり，女性の識字率は男性に比べ若干低い.
2003年に実施された f我国性別統計及婦女生活地位之国際比較研究J(2003) をもとに，夫
婦のどちらの学歴が高いかについてみてみると， 200011三時点では， I夫婦の学歴は同等jが最
も多く48.7%，I夫の学歴の方が妻に比べ高いJ38.5%で， I妻の学歴の方が夫によヒベ高い」は
12.8%にとどまっている. 1990年時点の「夫婦の学歴は同等J47.8%， I夫の学歴の方が妻に
比べ高いJ42.2%， I妻の学歴の方が夫に比べ高いJ10.0%に比べると，やや夫婦問の学歴の
差は縮まっているものの，依然として妻の学歴が低い現状にある.また，夫の年齢が高くなる
につれ学歴の差は広がっており，識字率の差に比べると学歴の差は顕著に現れている.
表2 夫婦問の教育レベルの差
犬の年齢別
合計
15~29歳 30~39歳 40~49出量 50~64歳 65歳以上
1990年 100 100 100 100 1∞ l∞ 
夫の学歴の方が妻にi七べ主主い 32.2 38.5 40.6 47.3 48.4 42.2 
夫婦の学歴は同等 51.4 47.2 50.9 46.0 46.1 47.8 
妻の学歴の方が夫に比べ商い 16.4 14.3 8.5 6.8 5.5 10.0 
20oo1f- 100 100 100 100 100 100 
夫の学肢の方が主義に比べ高い 21. 5 30.9 37.8 41. 7 49.2 38.5 
夫婦の学!出土問等 58.9 51. 6 47.0 49.5 44.3 48.7 
妻の学肢の方が夫に比べ高い 19.5 17.5 15.2 8.8 6.5 12.8 
(%) 
資料出典:行政院主計所「我因性別統計及婦女生活地位之国際比較研究j
(5) 学歴により差がみられる女性の育児の携わり方
台湾において20例年に行われた調査「婦女社会参与之成長状況分析J(内政部統計局， 2001) 
をもとに，既婚女性の育児の分担状況をみてみると，全体では「自分たち夫婦でj育児を行っ
ているという回答が72.3%を市めている.この結果を学歴別にみてみると， I中王手目、ドjでは
「自分たち夫婦で育児をしているjが84.0%であるのに対し， I大卒以上jでは36.6%である.
その代わりに， I父母・親族jが育見を担うという回答が「中卒以下jでは14.1%であるのに
対し， I大卒以上Jでは37.5%を占めている.台湾の女性は，学歴が高くなるにつれて，出産・
育児期においても就労を継続する傾向がみられることから，学歴が高い人は周囲の人に育児を
頼んだり，育児を手助けしてもらいながら仕事を続けていることが考えられる.
また， Iベピーシッターjを頼む割合についてみてみると， I中卒以下jが1.7%であるのに
対L，I大卒以上jでは24.1%を占めている.学躍が高い女性は仕事を続け，毘聞の人に育児
を手助けしてもらう傾向があることと，学歴が高ければ収入の高い仕事に比較的就きやすいこ
とから，ベピーシッターを頼むほどの収入を得ることができることが背景にあると考えられる.
このように，台湾社会は，女性の学歴によりライフスタイルに差が生じる，ジェンダー格差
が残っている社会だととらえることができる.家庭内役割の分担については学歴による顕著な
差がみられ，多くの場合女性に過度の負担がかかっている.台湾における男女の学歴の差は，
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深刻な問題といえよう.今後，より一層の教育機会の均等化を図る必要性がある.
3.生産年齢人口女性の生活状況
女性の家庭内役割には，学歴による差がみられた.学歴が高くなるにつれ女性は仕事を継続
する傾向がみられる.それでは，生産年齢人口の女性はどのような生活状況にあるのだろうか.
2002年に，台湾の生産年齢人口の女性を対象に行われた「蓋関地藍婦女生活状況調査摘要分析J
(2002)をもとに，生産年齢人口期にある女性の生活状況を分析する.
(1) 心身の鍵康状態
健康状態についての質問に対し，自分自身の心身の健康状態が「良好であるjと回答してい
る人は82.9%，r普通J10.1%， r良くないJ6.6%， r無国答J0.4%である. 8割を超える人
が自分の健康状態は良好であると感じている.
(2) 生活上の楢みの有無
生活上の悩みがあるかどうかということについては， rなしjと答えている人が58.5%，rあ
るJと答えている入が41.0%であり，回答者の約4割がなんらかの生活上の悩みを抱えている.
身体の健康状態に比べると，心理的面では悩みを抱えている人が多くみられる.悩みのうち最
も多くを占めているのは， r経済問題J43.3%である.家庭内役割を担うのは女性が多いこと
から(落合恵美子， 2004)，家計に対する意識が男性に比べ強く，生活の不安要素として経済
問題をあげるのだろう.
(3) 悩みを抱えたときに相談する相手
悩みを拍えたときに相談する相手は「友人，知人，隣人jという回答が最も多く34.5%，r配
偶者J21.3%， r父母J10.9%と続いている.親との別居が増える中，儲みの相談相手は，家
族よりも友人が来たす役割の方が大きいようである.
(4) 家庭生活への満足度
家庭生活に満足しているかどうかについては，全体では f大体満足である」がもっとも多く
58.2%， rとても満足している」が29.7%，rあまり満足ではないjが8.1%，r不満であるjが
2.0%， r無担答jが1.9%と続いている.rとても満足しているJと[大体満足しているjと回
答している人の割合を合計すると，約9割の人が家庭生活に満足しているようである.
その一方で，家庭生活への満足疫を年代別にみてみると， rとても満足しているJ人の割合
は， 15~17歳で39.6% ， 18~24歳で37.2歳， 25~34歳で30.3% ， 35~44歳で29.4%， 45~54裁
で26.2%，55~64歳で17.8% となっていて，年齢が高くなるにつれて，満足している人の割合
の低下がみられる.家庭内役割が女性に過度にのしかかることから，年齢を重ねるごとに家庭
に対する不満が強くなっている姿がみてとれる.
以上の結果から，台湾の生産年齢人口の女性の多くは，生活上の様々な不安を抱えているこ
とがわかる.そして，それらの問題の多くはジェンダーに起因するものである.老年世代や年
少世代にある人を支える世代である生産年齢人口に，ジェンダー問題が残存していることは望
ましくない.生産年齢人口女性におけるジェンダー問題の解決は不可欠であろう.
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4.台湾の高齢者の生活状況分析
前述の調査「肇間地電婦女生活状況調査捕要分析J(2002)からは，生産年齢人口の人々が
ジェンダーに起留する様々な開題を抱えていることがみてとれる.生産年齢人口は，加齢に伴
いいずれは高齢期を迎える.高齢期を迎える前から，ジェンダーに起因する様々な問題が残存
したままであると，今後高齢社会に到達することが予測される台湾において，深刻な問題を引
き起こしかねない.それで、は，台湾で現に生活している高齢者はどのような生活上の問題を抱
えているのであろうか.I蓋留地直老人状況調査摘要分析J(2002) をもとに分析を行う.
(1) 健康状態
65歳以上の回答者のうち，健康状態が「良いjと答えた人はもっとも多く33.0%，I普通」
と回答している人は23.0%，Iあまり良くないjが22.1%である.もっとも多いのは「良い」
と答えている人であるが， Iあまり良くない」という人も 5人に 1人の割合を占めている.
慢性疾患および重病については，楯環器系の病気を有すると答えた人がもっとも多く33.3%，
管・筋肉の疾患が19.8%，内分泌形疾患が14.3%，と続いている. 3人に 1人が楯環器系の疾
患を抱えており，健康状態は良いと回答しているものの，有病率は高い.
過去一ヶ月の関に診察を受けたことがあるかどうかということについて， I診察を受けた経
験があるjと答えている人は63.4%なのに対して， I診察を受けていないJという人は36.6%
である.
過去一年の関に入院したことがあるかどうかということについて，Iいまだ入院経験はないj
と屈答している人は79.6%，I入院経験があるJと回答している人が20.4%を占めている.以
上の結果から，高齢期の生活において，多くの人に健康面の不安がつきまとっていることがみ
てとれる.
5珊台湾の社会保障制度
(1) 社会保障制度発展の経緯
生活上の様々なニーズを充足するためには，社会保障制度が不可欠である.台湾の社会保障
制度発展の経緯についてみてみると，貧国者の生活救済のための法律として， 1943年に杜会援
護法が制定されている.1946年制定の憲法第155条においては， I国家は，社会の福利を図るた
めに，社会保険制度を実施しなければならない.老者，弱者，身体障害者，生活無能力者及び
非常災害を受けた人民に対して，国家は適当な扶助と救済を与えなければならない」というこ
とが明文化されており，政府の社会福祉に対する責任が明らかにされている.
台湾の社会保険制度は1950年代から徐々に整備が進んでいる.まず，労働者保険である「労
工保険J(1950)が制定され，その後f軍人保険J(1953)， 1958年には公務員を対象とした「公
務員人員保険jおよび「漁民保険J，Iサトウキピ農民保険jが施行されている.1960年代に入
ると，公務員の適用範囲が広がり，退職した公務員を対象とする f退休人員保険J(1965)が
施行される. 1970年代は，都市中間層を労工保険に加入させ，外来を医療給付に加えることな
どの労工保険の拡大が行われているが，ごく少数のみが対象となる学生団体保険が制定された
ことを除き，新しい制度は実施されていない.
1980年代に入り，生活困窮者救済のための法律である社会保障法 (1980)が制定されている.
また，これまでの社会保険制度が対象としていなかった人々を包括する社会保険制度が施行さ
れ，私立学校教職員保険 (1980)，公務人員家廃疾病保険 (1982)，退休公務員及家属疾病保険
(1985) ，私立学校教職員家罵疾病保険(1985)，退休私立学校教職員 (1985)，農民健康保険
52 佐賀大学農学部桑報第91号 (2006)
(1989) と相次いでいる(小島， 2003). 
1990年代に入ると，低所得世帝健康保険 (1990)，全民健康保険 (1995)が実施され，ょう
やく全住民を対象とした医療保険制度が実現する.この時期に，国民年金制度についての議論
も始まっているが，全民健康保険実施による国民負担増への懸念から閣民年金制度の実施は見
られている.その後， 1998年に国民年金制度第2草案が提出され，社会保険方式による国民
年金を2000年から実施することが取り決められたものの 1999年に発生した台湾大地震の影響
を受け，国民年金の実施は再び、延期され， 2001年末の実施が決定される(小島， 2003). しか
し，政党聞による意見の対立やアメリカの景気後退の影響を受け，台湾経済不景気の兆しがみ
られたことなどにより，未だに制度の実現には到っていない.公的年金制度は，公務員・教職
員と軍人のみが享受できる状態にある(林， 2004). 
その他，高齢者給付の制度として「老年農民福利手当」ゃ f老人福祉生活手当j等の制度が
存在するものの，公務員や軍人を対象とした退職基金の支給額との差は10倍近くにのぼり，高
齢者に対する給付額は安定しているとは言いがたい(小島， 2003). 
結論
台湾は HDI，GDI， GEMの値からは，アジアの中では比較的 GEが進んでいるという姿が
みてとれたものの，依然として生活との様々な部面白にジェンダーに起因する問題が残存したま
まである.現在，先進国の多くがジェンダ一課題を払拭し， GE社会を実現することを目標に，
様々な施策に取り絡んでいる.高齢社会への突入を目前に控えた台湾において，ジェンダー問
題の残存，女性運動の遅れ等の課題を解決し， GE社会実現にむけた政策の充実を図ることは
不可欠である.
台湾において，家庭内役割が女性に過度にのしかかる原国に，学歴の差が影響しており(落
合， 2004)，女性に対する教育機会の充実は不可欠である.
「豪闘地直婦女生活状況調査摘要分析J(2002)からは，生産年齢人口の女性の多くが，生
活上に様々な国難を抱えていることがみてとれる.悩みの中心としては，特に「経済問題Jと
いう回答結果がみられており，安定した就労，収入の環境を整備する必要性がある.
近年の経済発展からインフラの整備が進み，徐々に社会保障制度が整備されつつあるが，皆
年金は未だに実現しておらず，依然として多くの課題が残存したままである.台湾の多くの高
齢者は，安定した生活を送るために社会保障制度が不可欠であるにもかかわらず¥その思恵を
受けることができていない現状にある.台湾の社会保障制度には 依然として多くの課題が残
存したままであり，これらの解決は急務といえる.
生産年齢人口は，いずれ高齢期を迎える.台湾に生活上の様々なジェンダー問題が残存した
ままで，ジェンダー問題を抱えたまま生産年齢人口の人々が高齢期を迎えてしまうと，台湾が
現に拾えている問題に加え 将来高齢期においてジェンダーに起因する多くの問題が生じかね
ない.既に高齢化社会に到達しており，今後高齢社会へと突入することが予測されている台湾
社会にとって，これらの問題の解決は急務といえよう.
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摘 要
台湾は国連に加盟していないことから， HDI， GDI， GEMの数値は算出されていないが，台
湾政府の行政混主計局が，国連と同じ手法を用いこれらの数値を独告に算出している.その植
に基づけば，台湾はアジアの中では比較的GEが進んで、いる地域ととらえることができる.し
かし，先進国と比べると GEM値の差は大きく，依然としてGE実現に向けた課題が数多く残
存している社会だと考えられる.
台湾は1993年に高齢化社会に到達している.高齢社会に到達するまでの倍加年数は25年と推
測されており，急速な高齢化の波が押し寄せている.台湾にジェンダーが残存したまま高齢社
会に突入すると，今後高齢期にジェンダーに起因する様々な問題が生じることが懸念される.
本研究においては，台湾の男女共同参画の課題について先行調査をもとに分析した.
台湾の社会をみてみると，学涯の差により家庭内役割の担い方に差がみられる。学控の高い
女性は職業を持ち，結婚後も就労し続ける人が多くみられるのに対し，学肢の低い女性は家庭
内役割を担う中心となってしまう.家庭内役割の過度の負担Aが影響し，生産年齢人口の女性を
対象とした調査からは，女性がジェンダーに起因する多くの生活上の不満を抱えている様子が
みてとれる.その生活上の不満は年齢が高くなるにつれて強く現れており，家鹿内役割が女性
にとって過度の負担となっている様子がみてとれる.
生産年齢人口は，いずれ高齢期を迎える.台湾に生活 tの様々なジェンダー問題が残存した
ままで，ジェンダー問題を抱えたまま生産年齢人口の人々が高齢期を迎えてしまうと，将来的
に高齢期にジェンダーに起隠する多くの問題を引き起こしかねない.既にi高齢化社会に到達し，
今後高齢社会へと突入していく台湾社会にとって，ジェンダー問題の解決は急務な課題である
といえよう.
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